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遭難船が沈没の危機に直面したとき，乗組員 説明書などが入っている。 して通信士が
は救命艇に難を逃がれることになるが，この時，
是非とも運び込まなければならないのがこの無
線機である。平常は無線室のロッカーなどに保
しておくが，保管場所を忘れないように，救
命艇用携帯無線装置保管場所と明記した表示を
掲げておき， 1週に 1度以上テストすることが
義務づけられている。重量は 16キロでかなり
く，最悪の事態では海に投げ込んでも破損しな
いだけの強度をもっているが，ロープを使用し
て救命艇に積み込むことができればベターであ
る。本体は黄色く塗られており，カバーも黄色
の布で作られているので海中で発見しやすくな
っており，ボケットに入れてある海水電灯が浮
き出て夜でも発見できるように工夫されている。
装置の蓋を開くと写真に示すような状態とな
り，総ての必要な道具や部品が 1メートルほど
の紐で本体と結ばれていて海に落とさないよう
にしてある。この装置は手動発電機を電源とす
る送受信機で，写真に見えるクランクを取り付
けて回すことによって発電する。アンテナはア
ルミニュームのバイプを折畳んだ9メートルのホ
イップアンテナで，中心に仕込まれた強力なゴ
ムと編組線によって一瞬にして展長して丈夫な
アンテナができ上がる。その他に折畳みのヘッ
ドフォンとマイク，防水された英和文の取扱い
助からなかったときは，説明書を読んで最少限
度の取扱い方法を理解しなければならないが，
最悪の場合でも，クランクを回して発電しさえ
すれば，自動送信でSOSと呼出符号と 22とい
う数字が送信し続けられる。 22というのは携
帯無線機から発射されている電波であることを
し，遭難船の乗組員が既に救命艇に乗り移っ
し
ていることを報らせることになるのである。
送受信できる電波は，無線電信の 500kHz, 
2091 kHz, 8364kHz,無線電話の 2182k:Hz
で，全部が遭難通信波であるから，どの周波数
が発射されていても救助船の通信士が探しあて
位置の測定をしてくれるから，必ず救助される
ことを信じてよい。発電機は片手で回せるほど
軽く，極めて安定で受信機も驚くほど高感度で
ある。送信出力は 2ワット以上でVHFの無線
機の 2倍以上の通達があり，中短波や短波を有
効に使用すれば 100キロを超える通信も不可
能ではない。昭和 30年代には真空管製であっ
たから消費電力も大きく，発電機を回すのにも
2人が力を合わせる必要があったが，写真の装
置の頃にはトランジスタ化された実用的な装置
が完成した。
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